
                             

 

令和２年５月１８日 

  文責 渡辺冨美夫  

富士山学習研究会（教育センター研究員会）も第 1回が開

催することができませんでした。そのため特別研究員会で研

究の方向性等について検討し，スタートしました。 

新型コロナウィルス感染予防のために学習活動が十分な

形で実施できない状況ですので富士山学習の取組やセンターの体験学習プログラムなどの活動も影

響が出ると思われますが，状況を見ながら下の内容で進めていきたいと考えています。 

         

臨時休業中の子どもたちの学習支援として，町教育センター（英語支援

スタッフ）と河口湖ＣＡＴＶと共同（連携）して学習番組を作成し，放映

しています。番組は，歌や体操を交えながら英語に親しんだり，学習した

りするように作成されています。高学年向けではありますが，きっと楽

しみながらご家庭で英語の学習ができると思いますので，ご家族皆さんで見ていただけると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

なお，山梨県作成の「やまなし小･中学生応援 学習支援授業」（小１～算数・国語）も各ケーブルＴＶで放

映しています。（中学生向けも後日追加予定）ご協力に感謝いたします。詳しくは各校からのお知らせを。 

 

№３  

＊研究テーマ  

世界文化遺産である「富士山」を児童生徒に伝えていくための授業実践をどう進めるか 

＊研究活動の柱        

①全校共通して行える授業の提案とこれまで提案してきた授業の普及と高学年向けの新プログラム

開発に向けての検討 

 ・防災学習に関するもの   ・富士山は世界文化遺産であることに関するもの  

②富士山学習年間計画の実施と見直し     

③専門機関等との連携による出前授業の実施  

・富士山科学研究所や富士山世界遺産センターなどの学習プログラムの活用や出前授業の実施。 

・町文化財担当の杉本悠樹さんによる授業実施や教材開発。    等 

④研究員の研修の推進  

＊その他 

 ・授業実践共有化のため，各校にある授業案や授業資料をセンターに集約し，データベース化。 

・アンケートについては，防災（噴火）について実施。 

・富士山学習実践の交流について検討。（各校の実践を展示する等） 

 

 


